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○ 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山の６府県で構成する近畿地域の全 

 国に占める割合は、耕地面積、農業産出額がいずれも５％、農業生産関連事 

 業の年間販売金額は７％、総農家数は 10％です。 

近畿地域の全国に占める割合 

資料：国土地理院『全国都道府県市区町村別面積調』（平成 30年 10 月１日現在） 
資料：総務省『住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数』（平成 31 年１月１日現在） 
資料：農林水産省『耕地及び作付面積統計』（平成 30 年７月 15 日現在）、『2015 年農林業センサス』（平成 27 年２月１日現在）、 
   『平成 29 年度６次産業化総合調査』、『平成 29 年生産農業所得統計』 

（７）

全国

37万８千k㎡

（100％）

近畿

２万7,351k㎡

総土地面積

全国

442万ha

（100％）

（５）

近畿

22万1,600ha
耕地面積

全国

２兆1,044億円

（100％）

（７）

近畿

1,467億円

農業生産関連事業

の年間販売金額

全国

488万人

（100％）

（９）

近畿

45万９千人

農家人口（販売農家）

全国

215万５千戸

（100％）

（10）

近畿

22万449戸
総農家数

全国

９兆2,742億円

（100％）

（５）

近畿

5,030億円

農業産出額
全国

１億2,744万人

（100％）

（16）

近畿

2,072万２千人
総人口

全国

5,853万世帯

（100％）

（17）

近畿

967万５千世帯

総世帯数
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近 畿 管 内 の 主 な 表 彰 事 例       

 

 ＜ 食 料 関 係 ＞  

 

▶平成 29 年度 第１回 食育活動表彰  

 <消費・安全局長賞 「ボランティア部門」（食育推進ボランティアの部）> 

  ○きょうと 食
しょく

いく先生（京都府） 

食と命の大切さを伝えるため、平成 25 年より指導していただける方を

「きょうと食いく先生」として京都府が認定し、小中学校を中心にあらゆ

る世代への出前授業による食育に取り組んでいます。 

 

  ○ＮＰＯ法人 花と緑のネットワークとよなか（大阪府） 

 資源循環型堆肥「とよっぴー」の活用を通じ、自家農園での「作物栽培・

収穫」による農体験や収穫作物を家庭で食する取組を行い、親子や市民に

農業と資源循環の大切さを伝えています。 

 

 

 

▶平成 30 年度 第２回 食育活動表彰  

 <農林水産大臣賞 「教育関係者・事業者部門」（食品製造・販売者等の部）> 

  ○大阪ガス株式会社（近畿圏部・大阪ガスクッキングスクール）（大阪府） 

 関西のだし文化を学ぶ「和食だし体験講座」をはじめ、「地産地消」や

「食と健康」をテーマに地域の大学や自治体等と連携した料理講習会など

を幅広く展開し、体験重視の総合的な食育活動を推進しています。 

 

 

 

 <消費・安全局長賞 「教育関係者・事業者部門」（教育関係者の部）> 

  ○京都府立桂高等学校 京の伝統野菜を守る研究班（京都府） 

地域の宝「京野菜」を守るため、付加価値を再認識してもらい、魅力あ

る野菜として市場へ提案するとともに、講演会や情報発信を行うなど、食

育を通して地域資源である京野菜を後世に引き継ぐ活動を行っています。 

 

 

 

 

 

花と緑のﾈｯﾄﾜｰｸ 
とよなかの皆さん 

京の伝統野菜を守る 
研究班の皆さん（生徒） 

小学校出張講座 
だしの取り方実習 

平成 24 年度認定者 
の皆さん 
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 <消費・安全局長賞 「教育関係者・事業者部門」（地方公共団体の部）> 

 ○奈良市食育推進会議（奈良県） 

 地域で活動している団体同士の情報共有や情報発信を通じた連携・協同を

進めるために、平成 27 年 4 月から「食育につながるネット事業」を開始し、平

成 29 年 11 月末現在で 47 団体が参加しています。 

 

 ○福 崎 町
ふくさきちょう

食育推進委員会（兵庫県） 

   特産品のもち麦の優れた機能性をＰＲするとともに、地産地消に

心がけ、もち麦を学校給食に取り入れる等、町民の健康増進と医療

費削減を目指した活動を行っています。 

 

 

 

▶第 26 回 優良外食産業表彰 （平成 29 年度）  

 <農林水産大臣賞 「国産食材利用推進部門」> 

  ○株式会社 グルメ杵屋
きねや

（大阪府大阪市） 

 外食産業、卸、種子小売、ＪＡが共同で栽培指導、出荷規格、流通形態にまで携わり、市場流

通規格のなかった新しい食材を産地化し、杵屋等においてこの食材を使用した商品を販売。うど

ん原料の小麦粉の国産への切り替えを推進。 

 

 <食料産業局長賞 「国産食材利用推進部門」> 

  ○株式会社 弘
ひろ

（京都府京都市） 

 京都食肉市場で週間出荷頭数の約１割にあたる 12 頭の黒毛和牛の枝肉を購入し、黒毛和牛と米

について、店内に原産地を表示しています。商品によっては、「弘 ＢＥＥＦ認定証」を盛り合わ

せた肉に表示しています。社内教育を積極的に行い、若い世代が焼肉文化の裾野を更に広げるこ

とに注力しています。 

 

 <食料産業局長賞 「新規業態・人材開発部門」> 

  ○森口
もりぐち

産業株式会社 （大阪府大阪市） 

 老舗そば店を営んでいたが、外食産業の変化に対応するため、新たな業態の「膳や」を展開し

ています。女性客もターゲットとした内装、客の食生活向上を考えたメニューの提供等に取り組

んでいます。更に現場従業員の意見を業務改善に繋げる仕組みを実践しています。従業員のモチ

ベーションアップに繋げています。 

  

ﾀﾞｲｴｯﾄﾚｼﾋﾟ本、もち麦観
光ﾏｯﾌﾟ、ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸなど 

奈良市食育つながるﾈｯﾄ 
ｳｴﾌﾞｻｲﾄ（2019.5.25 から 
奈良市食育ﾈｯﾄ） 
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<農林水産大臣賞 「海外進出・食文化普及部門」> 

  ○株式会社  トリドールホールディングス （兵庫県神戸市） 

 現地の食文化や嗜好に対応したメニューを提供しています。地域の食文化とうどんを融合する

とともに、近年は「うどん」以外にも日本食や酒を提供する店など、様々な日本食文化の発信に

も取組んでいます。 

 

 

▶第 27 回 優良外食産業表彰 （平成 30 年度）  

 <農林水産大臣賞 「国産食材利用推進部門」> 

  ○株式会社 家族亭
かぞくてい

（大阪府大阪市） 

 多店舗展開ながら、店舗が立地する地元の農家や畜水産業者に直接足を運び、地場産食材の積

極的な開拓を推進しています。定期的に地域特産フェアを実施しています。生産者への取材を行

い「素材便り」を発行し、顧客への配布及び情報提供を行うとともに、地域の農家や畜水産業者

と連携し、食材や器に至るまでブランド化を推進しています。 

 

 <食料産業局長賞 「快適給食サービス部門」> 

  ○関 西
かんさい

給 食
きゅうしょく

株式会社（大阪府大阪市） 

定期的に食堂利用者に対しアンケートを実施し、メニューや運営に反映しています。基本とな

る「ごはん」と「味噌汁」は、美味しく提供できるようマニュアルを整備し、品質管理を徹底し

ています。また、特定社会保険労務士と顧問契約を結び、就業規則等を定期的に見直し、快適に

就労できる体制づくりに努めるほか社外の眼を活用したモニタリングを実施し、改善を図る取組

を行っています。 

 

 

▶第 10 回 地産地消給食等メニューコンテスト （平成 29 年度）  

 <農林水産大臣賞 「学校給食・社員食堂部門」> 

  ○社会福祉法人 正和会
せいわかい

 （兵庫県） 

 家庭と同じ食事を目指し、食育を「見て、匂って、食べて、体験して楽

しくおいしい健康的な食事」として、「食レクリエーション」という呼び

方で推進しています。メニューは、高齢者の方にも、多くの料理を食べる

楽しみを味わってもらうため、「おばんざい」のスタイルをとり、新しい

調理法の提案も行いながら、高齢者でも食べやすく家庭での再現性も考慮

したメニューを考えています。 

  

「おばんざい」メニュー 
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 <審査員特別賞 「学校給食・社員食堂部門」> 

  ○はなぶさ保育園 （京都府） 

 素材の味や香り、その良さを活かしながら子どもたちが食べやすいよう

に工夫し、できるだけ鮮度の良い、地域の産物を仕入れてもらい、仕入れ

が可能な旬の食材を使って献立を作っています。 

「はんなり京のお給食」として、湯葉や京野菜の茄子、味噌も京都の白味

噌を使い、京都らしさを出そうと考えられたメニューを提供しています。 

 

▶平成 29 年度地産地消等優良活動表彰   

 <農林水産大臣賞 「地域振興部門」>        

  ○たつの市集落営農連絡協議会 （兵庫県） 

たつの市、農業改良普及センター、ＪＡ、メーカー等が協議会を設立

し、水稲・小麦・大豆の栽培技術や品質の向上を図り、契約栽培による

栽培面積の拡大等から地場産業（醤油、素麺）の維持・拡大、地域振興

に繋げています。また、醤油粕を散布しやすいペレット堆肥化し、循環

型農業に寄与しています。 

 

 <農林水産大臣賞 「交流促進部門」> 

  ○栗
くり

見
み

出
で

在家
ざいけ

町
ちょう

魚のゆりかご水田協議会 （滋賀県） 

琵琶湖の環境保全のために進めている「魚のゆりかご水田」の取組を

平成 18 年から本格的に実施しています。地域の子ども会や小学校児童に

魚道づくりや青空食事会への参加を通じた食農教育や環境教育を実践して

います。企業・大学・近隣の家族等への米作りオーナー制度の提供、大都

市圏の中学生による農家民泊と農作業体験など、県外への発信と交流を地

域一体となって進めています。 

 

 

▶平成 30 年度地産地消等優良活動表彰  

 <農林水産大臣賞 「生産部門」> 

  ○カタシモワインフード （大阪府柏原市） 

ワインには合わないと言われてきた「デラウェア」を徹底的に研究し

て大ヒット商品「たこシャン」を開発しました。大阪という都市の中で

ぶどう畑の美しい景観を守るため、ボランティア農園として都市住民や

企業との連携を図る取組を進めています。ぶどう畑で当社独自のイベン

トを各種開催し、多方面からの大阪ぶどう・ワインのＰＲへと繋げてい

ます。 

  

園児による大根の皮
むき体験 

醤油醸造用小麦「ゆめ
ちから」契約圃場 

水路に設置された魚道 

ぶどう畑の中の野菜 
マルシェ 
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 <全国地産地消推進協議会会長賞 「生産部門」> 

  ○有限会社岩 谷
いわたに

水 産
すいさん

 （和歌山県田辺市） 

特産物である「梅」を配合させた飼料を活用した「紀州梅まだい」と

いうブランド魚を開発しています。 

全国及び海外の展示会に参加し、商品のＰＲ活動を行うとともに県内

のゼミで講演するなど、地元地域や県内の学生に向けて「紀州梅まだ

い」の取組を生産者自らが発信し、地場産業を未来へ繋いでいます。 

 

 

 ▶第 8 回農林水産省料理人顕彰制度「料理マスターズ」 （平成 29 年度）  

 <シルバー賞> 

  ○本湖月（ほんこげつ） 日本料理 穴
あな

見
み

 秀生
ひでお

 （大阪府大阪市） 

６次産業化支援プロジェクト「料理マスターズブランド認定コンテスト」の審査委員を開始当初

から務め、生産者が行う商品化に向けたアドバイスを実施しています。料理マスターズの普及に

も寄与するとともに、カルチャーセンターや調理師学校で講師を務め、日本の食文化を伝える活

動を継続的に実施しています。 

 

  ○草喰
そうじき

なかひがし 日本料理 中 東
なかひがし

 久
ひさ

雄
お

 （京都府京都市） 

 京都大原にブドウ畑を開墾・定植し、ワイン醸造に結び付ける取組や食文化の伝承を目的とし

ている「大原料理コンクール」で審査委員を務めるなど京都の食文化の普及や発展に貢献してい

ます。京都市内の小学校で毎年食育授業を行い、食文化の普及や発展に貢献しています。 

 

 <ブロンズ賞> 

  ○たん熊北店（たんくまきたみせ） 本店 日本料理  栗栖
く り す

 正 博
まさひろ

 （京都府京都市） 

たん熊の味を伝えるべく、多くの日本料理人を育て多店舗を展開するなど後進の育成に尽力し

ています。海外への日本食普及事業や外国人料理人研修を積極的に行う。小学生への食育活動を

10 年以上にわたって実施。メディアを通じた報道により、食育授業への知名度が向上し、和の食

材への関心も高まる。 

  

出荷の風景 
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  ○北新地 弧柳（きたしんち こりゅう） 日本料理  松尾
まつお

 慎太郎
しんたろう

 （大阪府大阪市） 

 大阪に根ざした食文化と食材に重きを置いて、地元大阪の食材の素晴らしさを自身のオリジナ

リティーを加えた料理で表現するなど、独自の食文化の普及・推進に尽力し、大阪料理を普及す

る「大阪料理会」のメンバーとして継続的に活動しています。 

  ○HAJIME フランス料理 米田
よねだ

 肇
はじめ

 （大阪府大阪市） 

 看板メニューの「地球」や料理全般において、ハーブや食用新芽・小さな葉物の野菜等を使用

するなど、メディアを通じて希少食材を国内外に広めています。全国の生産者や卸売業者等を訪

ねて食材を集め、収穫の方法、現地での処理の仕方、輸送時の管理方法なども指導しています。 

 

 

▶第９回農林水産省料理人顕彰制度「料理マスターズ」 （平成 30 年度）   

 <シルバー賞> 

  ○villa
びぃら

 a i d a
あいーだ

 イタリア料理 小 林
こばやし

 寛司
かんじ

 （和歌山県岩出市） 

 地元の生産者の素材をベースにメニューを考え、料理を通じて優良な生産者とその食材を県内外

にＰＲし、地元食材の新しい利用価値を発展させました。和歌山県産食材のアピールに繋がるメ

ディア対応、料理イベントに多数参画し、東日本震災復興支援として、イベントにも積極的に参

加するなどマスターズとしての活動に力を入れてきました。 

 

  ○柏 屋
かしわや

 大 阪
おおさか

千里山
せんりやま

 日本料理 松尾
まつお

 英 明
ひであき

 （大阪府吹田市） 

 2014 年から料理マスターズブランド認定コンテストの審査委員として活動し、2017 年は自ら出

展者として参加、自社製「松前醤油」がマスターズブランドに認定されています。海外でも積極

的に活動し、高品質な日本食材、日本料理等のＰＲに努め、JTB と料理マスターズ倶楽部がコラ

ボするガストロミー＆アグリツアーにも大阪の生産者を集め、料理マスターズの知名度、普及活

動に貢献しています。 

 

 <ブロンズ賞> 

  ○木乃婦
き の ぶ

 日本料理  高 橋
たかはし

 拓児
た く じ

 （京都府京都市） 

 京野菜や日本酒のみならず、全国各地の特筆すべき食材を掘り起こし、新しい料理として提供

しています。また、海外での日本料理の発信にも熱心であり、海外での日本料理のプレゼンテー

ションや指導を行っています。 
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▶平成 29 年度輸出に取り組む優良事業者表彰  

 <食料産業局長賞> 

  ○京都
きょうと

青果
せいか

合同株式会社 （京都府京都市） 

平成 26 年に京都市中央卸売市場の関係者と共同で、青果物国際展示会（ASIA FRUIT 

LOGISTICA）に卸売市場として初出展しました。以降、継続的に国産果実、京野菜の販促等を行

い、輸出を拡大し、香港の飲食店で京野菜メニューを作成、商品化し、京野菜を多角的にＰＲし

ています。 

 ○白鶴
はくつる

酒造
しゅぞう

株式会社 （兵庫県神戸市） 

輸出先国の嗜好に即した海外専用商品を開発するとともに、商品のストーリーやバックグラウ

ンドをＰＲするため英語や中国語等の言語対応をしたブランドサイトやパンフレットを作成して

輸出を展開しています。現地法人を活用し、現地企業への積極的な営業活動と日本酒の啓発活動

を展開しています。 

 

▶平成 30 年度輸出に取り組む優良事業者表彰  

 <農林水産大臣賞> 

 ○築
つ

野
の

食 品
しょくひん

工 業
こうぎょう

株式会社 （和歌山県かつらぎ町） 

イノシトール等の米糠由来の試薬・化学原料から始まり、現在は米油

の輸出にまで拡大しています。海外の米油の需給は年々逼迫している

が、日本産を強調するために輸出向け米油は日本国産原料を利用し、デ

ザインも日本らしくすることで、高品質・安全をアピールしています。 

 

 <食料産業局長賞> 

  ○有限会社澤井
さわい

牧 場
ぼくじょう

 （滋賀県竜王町） 

近江牛輸出振興協同組合のメンバーと一体となり、輸出に取り組み、

海外向け統一ブランド「近江姫和牛」として輸出することでブランディ

ング・差別化にも取り組んでいます。他のメンバーが海外で近江牛を取

り扱う焼肉店をオープンする等、生産から輸出、現地販売まで近江牛輸

出振興協同組合が一体となって取り組んでいます。 

  

中国輸入国際博覧会 
のブース 

ベトナムでブロックカット 
の指導 
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 <近畿農政局長賞> 

  ○関西・食・輸出推進事業協同組合 （大阪府大阪市） 

輸出に取組む中小企業のための協同組合を設立し、多品目混載輸送、

豊富な品揃えによる商品提案、輸出に必要な手続き代行など個々の事業

者では困難な取組を実現しています。商談会、展示会、フェア、販売促

進など活発なプロモーション活動を実施しています。 

 

  ○株式会社むそう商事 （大阪府大阪市） 

日本の伝統食品（醤油、味噌、梅干しなど）を中心に添加物など

を使用しない自然食品、オーガニック食品数百品目を欧米などに輸

出しています。日本の有機ＪＡＳ以外にも欧米の有機認証や、海外

からの要望の強いグルテンフリーやコーシャ等の認証も取得してい

ます。 

 

  ○有限会社深見
ふかみ

梅店 （和歌山県上冨田市） 

有機ＪＡＳ認証梅加工品を開発するとともに、国内外の販路を開

拓しています。和歌山県上富田町の自社農園で南高梅を有機栽培

し、農園・加工施設とも有機ＪＡＳ認証を取得しています。海外消

費者の嗜好に合わせた低塩梅干しなどを開発し、ＥＵ等へ輸出して

います。海外の消費者へ梅干しを伝えるため、展示会等でドローン

を使った梅林や加工施設の動画に英語字幕を付け、上映するなどＰＲ

を工夫しています。 

 

 

▶平成 30 年度６次産業化アワード優良事例表彰  

 <奨励賞・希少価値創造賞> 

〇有限会社ツムラ本店（大阪府松原市） 

鴨の孵化、飼育、加工、販売を一貫して行う体制により、飼育方法や販売戦略にこだわった

「河内鴨」をブランド化し、売上を伸ばしています。また、地元の小学生を対象とした食育活動

に取り組むなど、地域での信頼関係構築に努力しています。 

 

  

抹茶教室の開催で日本茶に
触れる機会を創出 

日本特有のフレーバーを使った 
ふりかけ（左） 
世界で唯一の有機十割そば 
(グルテンフリー) （右） 

農薬・化学肥料を使わず栽培
した完熟生梅(左) 
オーガニック梅酢（右） 
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▶第６回食品産業もったいない大賞表彰 （平成 30 年度）  

 <審査委員会委員長賞> 

 ○大 阪
おおさか

府立
ふりつ

農 芸
のうげい

高等
こうとう

学校
がっこう

 （大阪府堺市） 

食品残渣等の未利用資源は家畜の飼料として有効活用できることから、そうした未利用資源が

豊富にある都市部の特徴を活かして大阪畜産の活性化と資源循環型畜産の確立を目指し、大阪府

内から出る未利用資源（オカラ、ゆでうどん、フスマ、予備米）を活用した安価で環境に優しい

エコフィールドを製造しています。 

 

 ○株式会社DINS
でぃんず

堺
さかい

 バイオエタノール事業所 （大阪府堺市） 

「廃木材」からバイオエタノール燃料を製造する事業において廃木材から糖液を回収し、その

糖液を発酵させてエタノールを得た実績から、廃棄飲料は糖分を含み「糖液そのものになる」こ

とに着目し、廃棄飲料からバイオエタノール燃料を製造する取組に着手しました。遺伝子組換え

菌『KO11』によって発酵させる等廃棄飲料から低濃度エタノールを得た上で、濃縮・蒸留工程を

経て高純度のバイオエタノール燃料を完成し、廃棄飲料排出事業者に「エネルギーの消費」の処

理形態から「エネルギー創出」への転換を提唱しています。 
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 ＜ 農 業 関 係 ＞  

 

▶第 47 回 日本（にっぽん）農業賞 （ＪＡグループ）  

 <大賞 「食の架け橋の部」> 

  ○プロジェクト粟 （奈良県奈良市）   主要作物：在来の伝統野菜 

 

 <特別賞 「食の架け橋の部」> 

  ○南 保次 （大阪府寝屋川市） 主要作物：水稲、野菜 

 

 

▶平成 29 年度全国優良経営体表彰  

 <農林水産大臣賞 「６次産業化部門」> 

▶平成 30 年農林水産祭天皇杯等 

  <天皇杯 「多角化経営部門」> 

 ○こと京都株式会社 （京都府京都市） 

九条ねぎの日本一の生産、加工、販売の会社で、総売上高のうちの 85.5％を

九条ねぎの生鮮及びカット商品が占めています。更に九条ねぎを使用したドレ

ッシング、カレーなど多くの加工品を開発し、九条ねぎの新しい可能性に挑戦し

ています。若手を対象に一定期間、九条ねぎの生産から加工・販売までの６次産

業化までを体系的に学び、研修終了後、就農・独立支援する研修制度を実施す

るなど若手農業者の育成に貢献しています。 

  

▶平成 30 年度全国優良経営体表彰  

 <農林水産大臣賞 「６次産業化部門」> 

  ○有限会社 宝
たから

牧 場
ぼくじょう

 （滋賀県高島市） 

 肉用牛肥育・繁殖、酪農、養豚と複数畜種の生産部門を擁する同社は、ソフトクリ

ームやパン等の製造・販売、焼き肉レストランと精肉販売を担うグループ会社との一

体的な経営により、６次産業化の取組を展開しています。 

さらなる規模拡大を目指し、哺乳ロボット発情発見システム、分娩監視カメラなどの

ＩＣＴ・ＩｏＴ技術を導入することで、従業員の労働軽減も実現しました。 

  

◇ 代表の山田さん 

◇ 代表の田原さん 
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 <全国担い手育成総合支援協議会長賞 「経営改善部門」> 

  ○株式会社中 村
なかむら

営 農
えいのう

 （兵庫県神河町） 

水稲＋小麦＋豆類の２年３作ブロックローテーションを行い、年間作業を平準

化するためタマネギ、キャベツ、小菊等収益作物を導入しています。土地利用型

作物は機械化体系により労務コストを削減、収益性作物は地元直売所やＪＡ契約

栽培による有利販売を実施するなど経営の安全性を確保しています。 

次世代の農業者育成として、就農を希望する者への農作業実践や技術指導、

近隣保育園と連携した農業体験等を実施しています。 

 

 

▶平成 29 年度近畿農政局男女共同参画優良事例表彰  

 <優秀賞 「社会参画」> 

  ○中 島
なかじま

 眞
ま

咲
さ

美
み

 （滋賀県草津市） 

平成 10 年、草津市内で初となる「家族経営協定」を締結し、

女性の農業年金加入の拡大に尽力するなど、女性の社会参画

をすすめました。また、自らの意思により加工部門を立上げ、事

業発展に向けた重要な役割を担い、生産から加工、販売までを

行う複合化経営の取組として先導的な役割を果たすとともに、

地域の女性農業者のモデル的存在となっています。 

  ○二葉
ふたば

 美智子
み ち こ

 （和歌山県日高郡みなべ町） 

平成 29 年に、みなべ町初の女性農業委員として就任し、若い頃から女性グループの会長を務める等、

社会参画にも積極的であり、みなべ町農業振興協議会副会長として、女性の経営参画を目指した研修を

はじめ、ウメの加工品開発などのセミナーを開催するなど、町の女性農業者の社会参画促進に尽力して

います。 

 

 <優秀賞 「経営参画」> 

  ○大原野
おおはらの

加工食品友の会 （京都府京都市） 

昭和 63 年、大原野地域の農家・非農家の女性で友の会を結成し、途絶えかけていた、地域に先祖

代々伝わる「味噌づくり」を復活するなど、地元産の大豆・米等を使った「地域密着」、「地産地消」、「地元

産農産物の加工・商品化」に一貫して取り組んでいます。地元の地域振興の取組に積極的に参画し、地

域を把握するベテラングループとして信頼を得ています。 

 

 

 

◇ 代表の大成さん 

受賞者の皆様 
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  ○農事組合法人かなん農産加工部 （大阪府南河内郡河南町） 

「農事組合法人かなん」設立時に発足した農産加工部は、地元産農産物を使用した加工品を製造し、

「道の駅かなん」等で販売するほか、製造した味噌が地元小学校の学校給食に使用されるなど、地元農

業の生産振興や地産地消に貢献しています。加工活動にはめずらしく部長に男性が就任し、男女それぞ

れの特性を活かし、協力しながら活動を行っており、男女共同参画のモデルとなっています。 

  ○岡田
おかだ

 真
ま

希子
き こ

 （兵庫県佐用郡佐用町） 

Ｉターンで佐用町に移住し、「農事組合法人三日月特産加工組合」や「佐用町まちづくり推進委員」など

の組織において女性の視点や能力を活かした活動を積極的に行い、地域の活性化に寄与しています。ま

た、兵庫県女性農業士として地域の若手女性農業者との交流研修会を企画・運営するなど、リーダーとし

て女性農業者のネットワーク構築に努めています。 

  ○岡 本
おかもと

 弘子
ひろこ

 （奈良県天理市） 

義父母の逝去後、農業生産及び農産物の加工を引き継ぎ、経営方針や経営計画を立てる立場となり、

小規模農業でありながら、直売と農産加工とを組み合わせ農業所得を確保しており、６次産業を早期から

取り入れた点で県内の農村女性起業の経営モデルとなっています。 

 

 

▶平成 30 年度近畿農政局男女共同参画優良事例表彰  

 <優秀賞 「社会参画」> 

  ○中 島
なかじま

 一枝
かずえ

 （滋賀県長浜市） 

長年ＪＡ女性部役員、長浜市の農業委員及びＪＡ経営管理委

員を務め、方針決定の場において、長年の農業者としての経

験と女性目線を重視した意見を発言する前向きな姿勢が、女

性の社会参画を実践したモデル的存在となり、先導的な役割

を果たしてきました。地域の大規模経営女性農業者の組織化

など各種の活動に積極的に取組み、女性農業者のリーダー的

役割を担っています。 

  ○養父市
や ぶ し

女性農業者ネットワーク （兵庫県養父市） 

 「農業関連組織の女性会員の連携強化」、「農業に関わる女性の意見集約」、「農業委員等への女性

登用」を通じ、養父市における農業振興・農村地域の活性化を図ることを目的に平成 22 年に設立しまし

た。地域女性農業者等の意見をまとめ、養父市の農業委員会等への女性登用に尽力するとともに、地域

でのイベント企画など、地域農業の振興にも大きく貢献しています。 

 

 

 

受賞者の皆様 
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  ○吉本
よしもと

 久美
ひさみ

 （和歌山県和歌山市） 

平成 10 年に地域に先駆けて家族経営協定を締結、更に地域の家族経営協定推進に努めています。平

成 27 年に数少ない女性の指導農業士に認定され、農業技術指導を行うとともに、担い手の育成にも尽力

しています。農産物の直売及び宅配事業は先駆的取組みであり、地域のモデルケースとなっています。 

 

 <優秀賞 「経営参画」> 

  ○加藤
か と う

 雅美
まさみ

 （京都府京田辺市） 

伝統的な保存食である「一休納豆」の製造技術を「農の匠」として登録されていた義母から受け継ぎ、

「一休寺」以外で唯一の製造技術を有しています。「一休納豆」を和菓子としてアレンジした商品を開発し、

コンクールで優秀賞を受賞、地元観光協会から「京田辺ブランド一休品」として認定されるなど、広く評価

されています。 

  ○能勢町
のせちょう

農産加工連絡協議会 （大阪府豊能郡能勢町） 

能勢町の農林業の振興、地域の活性化、参加団体の発展と女性の能力向上を目的として、平成１０年

から活動を行い、地域の農産物を使った加工品を農協の「加工センター」で製造し、「能勢町観光物産セ

ンター（道の駅くりの郷）」で販売をしています。また、能勢町の農産加工に取り組む新規就農者に対し、

技術伝承を行ったり、イベントに参加して加工品をＰＲする等、地域社会の活性化にも貢献しています。 

  ○辻
つじ

 公
く

美子
み こ

 （奈良県宇陀市） 

 地域の重要な栽培品目であるホウレンソウの作付けに、他に先駆けて太陽熱による土壌消毒や米ぬか

を用いた土壌還元消毒等、新しい技術を積極的に取り入れ、普及に努めました。近年では、小学生の農

業体験など都市農村交流の活動を行うほか、指導農業士として女性新規就農者に対する就農相談に携

わり、「人・農地プラン」検討委員、宇陀市農業委員に就任し、地域の活性化に貢献しています。 
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▶平成 29 年度近畿農政局所管農業農村整備事業等優良工事等の受注者等の表彰  

 <近畿農政局長賞 「優良工事」> 

  ○かねまつ建設（株） （奈良県高市郡明日香村) 

【大和
やまと

紀伊
き い

平野
へいや

農業水利事業（二期） 大和
やまと

平野
へいや

県 営
けんえい

飛鳥
あすか

工区 2 号幹線水路（右岸）その８改修工事】 

地域住民との調整、従事者教育の徹底による意思統一された交通車両誘導の実施、夜間の車両走行

の動線確保対策を効果的に講じ、走行車両等の安全が図られました。 

  ○山
やま

勝
かつ

工務店・名 阪
めいはん

設備経常建設共同企業体 （奈良県天理市） 

【大和
やまと

紀伊
き い

平野
へいや

農業水利事業（二期） 大和
やまと

平野
へいや

団 体 営
だんたいえい

初瀬川
はせがわ

第 3工区
こ う く

小 路 中
しょうじなか

線他改修工事】 

 工事周辺の住環境に対する負荷低減に資するため、新技術を用い、アスファルト粉じんの飛散、排出ガ

ス及び騒音を低減させる対策を行いました。 

  ○山 品
やましな

建設（株）（京都市西京区） 

【湖東
ことう

平野
へいや

農業水利事業 愛知
え ち

第１幹線水路改修工事】 

 侵入水の増加等厳しい現場条件下であったが、ドライワーク施工が可能となるよう、効率的できめ細か

な水替計画と確実な止水が可能となる仮締切の組合せにより、品質確保を図りました。 

 

 <近畿農政局長賞 「優良業務」> 

  ○サンスイコンサルタント（株） （京都市下京区） 

【国営施設応急対策事業 湖北
こほく

地区事業計画書（案）作成他業務】 

 当地区特有の複雑な水利システムを踏まえた上で、施設管理者や受益者などの関係者への説明資料

において、視覚的に理解しやすい工夫を施し、関係者からの理解と協力が得られました。更に事業計画

書（案）の作成において、関係者から理解しやすいとの評価を受けるなど、円滑な業務遂行を実現しまし

た。 
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▶平成 30 年度近畿農政局所管農業農村整備事業等優良工事等の受注者等の表彰  

 <近畿農政局長賞 「優良工事」> 

  ○東
とう

急
きゅう

建設（株）大阪支店 （大阪市北区） 

【湖東
ことう

平野
へいや

農業水利事業 小中野
こなかの

調整池連絡水路その１工事】 

 推進工法による施工区間において、受注者自らの提案による高度技術の採用により、推進管の負荷軽

減及び硬質巨礫の破砕能力の向上を図るとともに、推進レベル管理システムを用い掘進を停止させるこ

となく品質確保を図りました。更に地中レーダー探査システムによる全路線調査を実施し、不明管を未然

に発見したことで、公衆災害防止に繋げ、きめ細かな安全管理対策、地域貢献活動や周辺環境への配

慮の面でも模範的な工事でした。 

  ○美樹
み き

工業（株） （兵庫県姫路市） 

【
（
東 播
とうばん

用 水
ようすい

二期農業水利事業 山田
やまだ

幹線水路その２工事】 

 トンネル内工事において、想定以上に底盤の不陸が大きく、生コンクリートの運搬方法などに課題が生

じたが、受注者自らの提案により、手押し車の構造見直しや施工順序の見直しを図り、運搬効率の向上

を図りました。以上のように課題に対して、受注者自ら複数の提案を実施したことで、品質及び工期が確

保されたことに加え、安全管理、地域貢献活動でも模範的でした。 

  ○(株）大 本
おおもと

組 大阪支店（大阪市北区） 

【和歌山
わかやま

平野
へいや

農地防災事業 小田井
お だ い

水路（ 海 神
うなかみ

排水路）工事】 

農業用ため池の放流工新設に当たり、ため池堤体部の品質確保と、堤体部と堤体と放流工の接合部

の遮水性の確保が課題であったが、受注者自らが対応策を提案し、仮置き盛土材をシート養生管理する

など、いくつかの盛土の品質管理に有効な対策を行うとともに、現地発生堤体盛土材が規格値を確保す

るよう材料調達・混合試験を行うなど、迅速な対応を図りました。これにより、遮水性確保等が図られ、更

に安全対策、地域貢献活動でも模範的でした。 

 

  <近畿農政局長賞 「優良業務」> 

  ○（一社）農業農村整備情報総合センター （東京都中央区） 

【大和
やまと

紀伊
き い

平野
へいや

農業水利事業（二期） 大和
やまと

平野
へいや

地区施設情報管理システム運用支援他整理業務】 

 受注者は、施設情報管理システムへの各事業情報の登録に当たり、①施設管理者への登録内容

や利用方法の事前説明、②施設管理者の意見、日常業務の実態及び今後の活用方法の聞き取り、

③受注者独自に、その意見を考慮した日常管理等が行いやすい機能を構築しました。これにより、

施設管理者から施設の位置や関係情報の迅速な把握が可能となったなど高評価を受け、円滑な施

設管理業務の遂行が実現できました。 
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 <近畿農政局長賞 「地域貢献活動」> 

 ○（株）竹 中
たけなか

土木
ど ぼ く

 大阪本店 （大阪市中央区） 

【和歌山
わかやま

平野
へいや

農地防災事業 六箇
ろくか

井
い

水路（七瀬
ななせ

排水路）第 4 工区工事】 

地域の湛水被害を軽減するための工事でもあり、地域住民に施設完成後の排水効果が実感でき

るよう、小学生を含む地域住民を対象として、出前授業及び現場見学会を複数回実施しました。その

活動がマスコミに取り上げられるなど、受益者及び地域社会から高い評価を得た活動と認められま

した。 

 

 

▶平成 29 年度未来につながる持続可能な農業推進コンクール  

 <生産局長賞 「有機農業・環境保全型農業部門」> 

  ○アグリイノベーション大学校（京都府京都市） 

仕事をしながら週末だけでも、農業技術の原理原則、実践的な農業経営

を学び、講師や同期、先輩・後輩にかかわらず仲間を得ることができる学び

の場を提供しました。耕作放棄地を活用し、実践農場を設置し、卒業生のう

ち約 130 名が全国各地で新規就農や地域の農業法人等へ就職しました。卒

業後の新規就農者のアフターサポートとして、大学運営会社に小売部門を

設け、有機農産物等を取り扱うことによって、販路確保を支援しました。 

 

 <近畿農政局長賞 「GAP 部門」> 

 ○浅
あさ

小井
ご い

農園株式会社（滋賀県近江八幡市） 

 従業員の作業標準化と組織管理の手法としてＧＡＰを導入し、自動環境

制御とＧＡＰを活用した管理ツールを組合せて、失敗しない農業経営、お

いしいトマトでみんなが笑顔になる経営を展開しています。更に従業員６

名がＪＧＡＰ指導員の資格を取得し、研修会や視察受入などＧＡＰの普及

のために精力的な活動を行っています。 

 ○o o I
おおい

茶
ちゃ

いづみ・みかの原 碾
はらてん

茶
ちゃ

グループ（京都府木津川市） 

 木津川市加茂町地域の茶農家を主体としたグループで、ＡＳＩＡＧＡＰ

の団体認証を取得し、茶商と持続的な取引につながりました。更に経営改

善の面で、労働時間の短縮、異物混入防止、クレームの削減、農作業の安

全性確保の面で具体的な成果もあげてます。 

  

浅小井農園の皆さん 

工場内を整理整頓 

実践的な農業経営講座 
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 <近畿農政局長賞 「有機農業・環境保全型農業部門」> 

○ 京
きょう

丹後
たんご

森本
もりもと

アグリ株式会社（京都府京丹後市） 

「京丹後森本アグリ株式会社」は、平成 22年に集落営農の法人化の先

駆けとして設立され、鉄コーティング湛水直播技術の導入、緩効性肥料、

長期中干し、冬期湛水などを積極的に取り入れ、持続的な環境保全型農業

の取組を行っています。地域の小学生や大学生の生き物調査や地元住民や

都市部の子ども達等との農作業交流など、消費者への普及啓発に努めてい

ます。 

 

 

 <近畿地域環境保全型農業推進連絡会議会長賞 「有機農業・環境保全型農業部門」> 

 ○農業組合法人農園たかはし（大阪府藤井寺市） 

都市化の進んだ市街地の中で、農薬や化学肥料を使用しない栽培方法に

取り組み、有機質肥料のみにこだわった土壌改良により、安定生産を実現

しています。農業大学校生の農業実習や小学生の地域学習、地域内外から

栽培に係る視察を受入れるなど積極的に交流を行っています。 

 ○松本
まつもと

NGK グループ（兵庫県神戸市） 

平成 15 年に有志７名によりグループを設立。菜の花、レンゲ、アンジェ

リア、ヘアリーベッチなどの緑肥利用で科学肥料を削減し、花咲く田園風

景を創出しました。生産したお米は、「菜の花米」として地元直売所、地

元企業への斡旋販売、飲食店、コンビニなどと契約販売しています。 

  ○山
やま

本
もと

 博
ひろし

（和歌山県紀の川市） 

平成９年から有機ＪＡＳ認証を所得、トマト、パプリカ、イチゴの有機

栽培を 30ａ、果樹 1.25ha を家族３名と臨時雇用２名で経営しています。

籾殻、竹チップ、紀の川河川敷の草を主原料とした地域資源を活用した自

家製堆肥で栽培に取り組み那賀地方有機農業推進委員会では、会長を務

め、技術研修会や消費者交流を積極的に行い、地域内外への有機農業の普

及に尽力しています。 

  

古代米(赤米)の 
手植え体験 

都市近郊ハウス 

田んぼ花摘み会 

新規就農者の研修会 
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▶平成 30 年度 未来につながる持続可能な農業推進コンクール  

 <近畿農政局長賞 「GAP 部門」> 

  ○有限会社 エコ農業ニシサカ（滋賀県高島市） 

農業生産情報管理システムの導入により、作業状況の管理、栽培履歴

の構築、従業員の情報共有の効率化を図るとともに、ＧＡＰ導入によ

り、コスト削減、販路拡大など効率的で収益性の高い農業経営を実践し

ています。将来的に米の輸出も視野に入れて、ＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ認

証を選択しました。 

 

 ○京都府立農芸高等学校（京都府南丹市） 

 平成 29年 12 月、農産バイオ科野菜コースの施設トマトについて、Ｇ

ＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ認証を取得し、学校教育にＧＡＰを取入れ、農業管

理のレベルアップを日々進めています。更に地域の農業者と一緒にＧＡ

Ｐに取り組んでいく方針で、地域一帯となったＧＡＰの取組の発展が期

待されます。 

 

 <近畿農政局長賞 「有機農業・環境保全型農業部門」> 

  ○株式会社アグリケーション（滋賀県草津市） 

「おいしいネギ」を消費者に届けたいとの思いから、土壌微生物量に注

目した土づくりを開始し、地域資源の有効活用で剪定枝や草葉に、米ぬ

か、鶏ふん、葉ネギの残渣を混ぜて堆肥化しています。生産したネギ

は、「養土育」としてブランド化し、露地栽培のネギを自社工場にて「き

ざみネギ」として加工し、販路を拡大しています。 

 

  ○有限会社 なかむら農園（大阪府羽曳野市） 

条件不利な山の斜面を活用し、ぶどうの大規模経営に取り組み、地域

の稲わら、ぶどうの剪定枝や落葉をチップ化し、２年かけて堆肥化し施

用するなど、地域資源を活用した栽培を実践しています。また、作業マ

ニュアルや生産工程表等を整備し、ハウスの作型を細分化し作業時期を

分散することで、労働力を有効活用し、面積拡大に対応しています。 

  ○JA たじま村 岡
むらおか

米
まい

生産組合（兵庫県美方郡香美町） 

 平成 18年に生産者 12名で生産組合を設立し、村岡米を生産していま

す。村岡米は、地域資源である地元但馬牛の堆肥による土作りと有機質

肥料を中心とした肥料を使用し、中山間という昼夜の気温差が大きいと

いう地域独特の環境等を最大限に活用しています。 

  

エコ農業ニシサカの皆さん 

農産バイオコースの 
生徒（認証取得当時） 

「養土育」の青ネギ 

斜面にある波状型ハウス 

村岡米生産者の皆さん 
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 <近畿地域環境保全型農業推進連絡会議会長賞 「有機農業・環境保全型農業部門」> 

  ○吉田
よしだ

 道 明
みちあき

（滋賀県長浜市） 

平成 11 年から「安全で美味しいお米をできるだけ多くの方に安く提供

したい」との想いから、農薬・化学肥料不使用栽培に取り組み、主食用水

稲の９割が滋賀県の環境こだわり農産物の認証を受け、農薬・化学肥料不

使用栽培の米を食味値で区別し「長寿米」としてブランド化し販売してい

ます。 

 

  ○あぐり・すりーえす（京都府舞鶴市） 

地域の草刈業者や畜産業者と連携し、落葉、刈草、稲わら、籾がら、米ぬか、牛ふん等、地域

資源を活用した自家製堆肥や緑肥を活用し、土づくりを行うとともに機械除草や温湯種子消毒な

ど環境にやさしい農業技術を実践しています。化学肥料・化学農薬を慣行農法の５割に低減させ

る取組や有機農業を実施しています。 

 
  

長寿米の田植え 
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 ＜ 農 村 関 係 ＞  

 

▶「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第４回選定） （平成 29 年度）  

 <全国選定団体> 

  ○美山
みやま

ふるさと株式会社  美 山町
みやまちょう

自然文化村 （京都府 南丹市） 

 京都大学の芦生研究林でネイチャーガイドトレッキングツアーを開催し、積雪

期に、地域組織と協力して「かやぶきの里雪灯廊」ツアーを実施しています。ツ

アーでは地元の食材を使った弁当やジビエ料理を提供するとともに、外国人旅

行者向けには日常の食事や農作業で異文化を体験できます。 

 

  ○一般社団法人 えん－TRANCE わづか （京都府 和束町） 

 宇治茶の主産地としてお茶の 6 次産業化を推進し、旅行者が気軽にお茶の

飲める・買える・楽しむカフェを開設しています。カフェでは、日本茶インストラク

ターによるお茶の入れ方講座などを実施するとともに、レンタルサイクルなど観

光の拠点、生産者と事業者を繋ぐ場としても機能しています。 

  

 

 <全国選定団体 ジビエグルメ賞> 

  ○古座川
こ ざ が わ

ジビエ振興協議会 （和歌山県 古座川町） 

 良質な肉質を確保するため、食肉向けの捕獲、処理方法の講習会を実施。ジ

ビエ料理の普及のため、シカ肉を活用した「里山のジビエバーガー」を開発しま

した。ジビエバーガー購入者の中から抽選でジビエ体験ツアーに招待するほ

か、地元での認知度向上のため、調理講習会を開催し、地元小中学校の給食

でジビエを提供しています。 

 

 

▶「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第５回選定） （平成 30 年度）  

 <全国選定団体> 

  ○与謝
よ さ

地域山村活性化協議会 （京都府 与謝野町） 

 未利用野菜を高機能冷凍機で長期保存可能なカット野菜にし、旬でない時期

に販売することで高付加価値化を実現しています。大学生と連携し、農産物を

活用した商品開発や販売促進イベントを開催するとともに、協議会と企業が連

携し、「ひまわりフェスティバル」や「秋の収穫祭」など、様々なイベントを企画・

開催しています。 

協働調理風景 

会員の手作りで生まれ
た和束茶カフェ 

体験ツアー「ちびっこ
ハンターになろう」 

京都Ｘキャンプ(大学生)
と連携した農産物の商
品開発 
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  ○一般社団法人吉野かわかみ社中 （奈良県 川上村） 

 製材加工施設を整備し、原木加工から最終製品まで対応できる体制を構築

し、消費者ニーズに合致した商品開発に取り組んでいます。住宅メーカーと連

携した吉野杉ツアーの実施により、住宅建設を検討している消費者に吉野杉の

活用を販促するとともに、全国初の国産材楽器「吉野スギバイオリン」の開発に

協力しています。 

 

 <全国選定団体 プロデュース賞> 

  ○有限会社こやま園 （兵庫県 丹波市） 

丹波地方で民間薬用に栽培されてきた「なた豆」を「なた豆茶」として、

加工販売しています。地元農家と連携し、自社農園で原料のなた豆を栽培、

加工も自社工場で行い、自社での一貫した生産を実施しています。海外展

開も積極的に行い、香港やベトナムに現地法人を立上げ、輸出を開始して

います。 

 

 

▶平成 29 年度「豊かなむらづくり全国表彰事業」 近畿ブロック受賞   

 <農林水産大臣賞 （近畿ブロック最優良地区）> 

  ○美 山町
みやまちょう

鶴ヶ岡
つるがおか

振興会 （京都府 南丹市） 

住民出資による有限会社タナセンを立ち上げ、元ＪＡ支所を活用した食

料・日用品店を開設しています。大豆やソバなどの受託生産を行う農事部門、

高齢者等無償移送サービスなどを行う福祉部門を併せ持ち、振興会との両輪

で地域住民の生活を支えています。更に地域の若者や移住者なども参画し、

伝統文化や行事と新しい取組を融合させた活動を行っています。 

 

 <農林水産大臣賞 >・ <特別賞（日本政策金融公庫農林水産事業本部近畿地区統括賞） > 

  ○農事組合法人 多
おお

集落営農組合 （奈良県磯城郡田原本町） 

奈良時代の条理制により区画整理された地形の残る都市的農業地域の水

田地帯で、「農事組合法人多集落営農組合」を立ち上げ、大型機械を共同所

有し、作業の省力化・効率化を図っている奈良県下最大の集落営農組合と

なっています。 

  

ハウスメーカーと連携し
た吉野林業見学ツアー 

なた豆の栽培から商品
まで自社にて一貫生産 

地域コミュニティの場
となる「ムラの駅たな
せん」 

奈良時代・条里制の風景
が残る水田 
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 <近畿農政局長賞 > 

  ○能座
のうざ

集落 （兵庫県養父市） 

「能座集落」は、急傾斜の山間農業地域の水田地帯にあり、耕作放棄地が

増えている状況です。県下三木市の建設業者山陽 Amnak(株)が農業参入する

ため、新会社 Amnak を設立し、能勢集落４名が役員となり、集落と企業の調

整役を担っています。対象農地では地元調整、耕作準備作業（石拾い、草

刈り、獣害柵の設置など）を参入企業と共同作業で行い、耕作放棄地を解

消し、耕作放棄地で酒米づくりを展開するなど、集落・企業・行政が三位

一体となって新たなむらづくりを進めました。 

 

 

▶平成 30 年度「豊かなむらづくり全国表彰事業」 近畿ブロック受賞  

 <農林水産大臣賞 （近畿ブロック最優良地区）> 

  ○葛
つ

籠
づら

町
まち

自治会 （滋賀県 彦根市） 

 自治会と農業組合の連携が重要であるとの認識のもと、それぞれが連携し、農

業を核に集落が一体的となったむらづくりを展開。平成 18 年に「葛籠町営農組合」

を設立、平成 22 年に「農事組合法人つづらファーム」を設立し、米、麦、大豆を中

心とした水田農業経営や黒大豆の加工など６次産業化を実践しています。 

  

 <農林水産大臣賞 > 

  ○山
やま

田
だ

ふるさと村づくり実行委員会 （兵庫県淡路市） 

平成 16 年に地域活性化と共同意識醸成のため、町内会、老人会、土地改良

区等の役員を構成メンバーとした「山田ふるさと村づくり実行委員会」を結

成し、平成 22年は、地域の農家が出資し「株式会社さくらの郷ファーム」を

設立しました。水稲を主にたまねぎを栽培し、経営安定に向けた営農を展開

するとともに、コスモスまつりなどのイベントやカフェの開催による積極的

な交流を実施しています。 

 

  

(株)Amnak による酒米の
田植え 

６次産業化の取り組み 

たまねぎ栽培 
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▶平成 29 年度 「鳥獣被害対策優良活動表彰」   

  <農林水産大臣賞 （被害防止部門（団体）> 

  ○篠山市
ささやまし

有害鳥獣対策推進協議会 （兵庫県篠山市） 

 ＮＰＯ法人の参画など多様な主体が連携の下、被害対策に係る行政と住民

の役割が明確化され、様々な取り組みにより地域住民の意識を醸成していま

す。更に、ＩＣＴを活用した計画的かつ効果的な捕獲等を実現しています。 

 

 

 <農村振興局長賞 （捕獲鳥獣利活用部門（団体）> 

  ○日
ひ

野町
のちょう

猟友会 獣美恵堂（じびえどう） （滋賀県蒲生郡日野町） 

平成 21 年に猟友会が処理加工施設を整備し、「獣美恵（ジビエ）堂」を設

立しました。実施隊と連携し、捕獲強化を進めるとともにジビエとしての品

質管理の徹底等により業務用向けの販路確保や学校給食への提供など、持続

可能なジビエ事業を実現しています。 

 

                                                                                

  

独自のネーミングとロゴ
マーク 

住民ワークショップの 
開催による意識の醸成 
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